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１．研究計画の概要：腫瘍の増殖に必須とさ

れるる血管新生は腫瘍細胞から産生される

血管新生因子が周囲組織の血管を活性化す

ることで開始され，多段階の血管新生過程に

より達成される．近年，腫瘍細胞の血管新生

因子発現の誘導にサイトカインや微小環境

の変化が関与しているという報告が蓄積さ

れてきた．そこで，本研究では極めて安全な

純国産型ウイルスベクターを用いて，癌細胞

におとり遺伝子を導入し，複数の血管新生因

子群を同時に抑制するという全く新しい概

念に基づく，本邦独自の純国産型といえる新

規癌遺伝子治療法の開発を目的とする． 

 

 

２．研究の進捗状況：以下について基礎的資

料の蓄積を終了した． 

１） 動物モデルによる実験的腫瘍の作成と

遺伝子導入法の確立 

２） おとり遺伝子戦略とアンチセンス導入

による抗腫瘍効果の比較検討 

３）実験的腫瘍において活性化している転写

因子の検索と，おとり遺伝子導入による標的

転写因子の抑制効果の検討 

４）実験的腫瘍において，おとり遺伝子導入

により抑制される血管新生因子群の検索 

５）副作用の観察 

 

３．現在までの達成度：② 申請時の研究計
画に基づき，培養細胞を使用した遺伝子導入
の条件設定，実験的腫瘍の作成と遺伝子導入
の確立，動物への副作用の解析までが終了し
ている．  

４．今後の研究の推進方策：申請時の研究計
画に基づき，最終年度として臨床応用にむけ
展開していくために，資料を蓄積していく． 
 
５. 代表的な研究成果 
（研究代表者、研究分担者及び連携研究者に
は下線） 
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